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1. はじめに 
 言語発達の遅れや認知発達のアンバランスさ

を持つ発達障害児は、聞き取った音声と文字や絵

の対応が困難なことが多く、これが原因で言語の

習得が困難となる場合がある。特に「か」と「た」

や「き」と「ち」に困難さが顕著に見られること

が知られている。このような発達障害児に対する

言語指導は学習者の言語能力に応じた学習を行

うことが重要であると言われている。 
 一方、実際の現場では、プリント教材を利用し

た教育が多く行われているが、問題の選定や教材

の整理などに不便さがあり、これらの問題を解決

するためのディジタル教材が望まれている。 
 そこで本研究では、発達障害児のための音声の

聞き取り学習をするプログラムを開発し、その有

効性について検討することを目的とした。 
 

2. プログラム 
2.1 プログラム開発環境 

 多くの教育現場でApple社製の iPadが活用さ

れていることから、iPad 上で動作するものとし

た。このことから、本研究のプログラム開発環

境にはXcode9.2、開発言語はSwift4を使用した。 
 

2.2 プログラムの概要 
 本研究で開発したプログラムは、提示された

音声に対応する文字もしくは、絵を選択するこ

とで聞き取り学習を行うものであり、以下に示

す 4 種類の学習プログラムがある。 
 

1.音声とひらがなの対応学習 
 音声提示された単音節の「か」や「た」な

どが含まれるひらがな単語カードを選択する。 
 

2.音声と漢字の対応学習 
 音声提示された単音節が語頭に含まれる漢

字カードを選択する。 
 

3.音声と絵カードの対応学習 

 音声提示された単音節が語頭に含まれる絵

カードを選択する。 
 

4.音声の正誤判別学習 

 音声提示された単語が絵カードと一致し

ているかを判断する。 
 

 学習プログラムは、指導者が学習者の名前、問

題の形式、難易度、問題数を設定した後、開始す

る。また、プログラムでは、学習者の反応が正答

の場合は赤丸印と正答を表す音を提示し、誤答

の場合は誤答を表す音を提示するとともに、も

う一度だけ解答を促す。さらに、プログラムでは、

学習者がポインティングした全ての選択肢を時

系列で学習結果として保存する。指導者は、保存

された学習結果を参照することで、学習者の学

習状況や聞き取った音声と文字、絵の対応能力

推定などに利用することができる。図 1 に「音声

と絵カードの対応学習」の画面例を示す。 
 

 
 

図 1 「音声と絵カードの対応学習」の画面例 
 

3. プログラムの試用と評価 
 本研究で開発した学習プログラムを都内の言

語相談室に通う小学校 1 年生の児童に試用して

頂いた。 
 試用の結果、学習者は特に迷うことなくプロ

グラムの使い方を覚え、すぐに学習を進めるこ

とができた。また、何度か誤答することもあった

が、回数を重ねるごとに誤答は減少していく傾

向が見られた。さらに、学習指導者からは次のよ

うな意見を頂いた。 
 

1. 学習の形式が 4 種類あり、様々な聞き取りの

学習に利用が可能である。 
2. 学習ごとにさまざまな設定が簡単にできる

ので、学習対象者の範囲が広がる。 
3. 次の問題に移るタイミングを遅くすると学

習者が解答の確認が容易になるのでさらに

良い。 
4. 正しい選択肢を選んだ場合、選択肢に対応す

る音声が再生されると解答内容を確認する

ことができるのでさらに良い。 
 

4. まとめ 
 本研究で開発したプログラムを試用してもら

った結果、学習を重ねるごとに誤答が減少する

傾向が見られ、指導者からも良い評価をいただ

けた。このことから、発達障害児や小学校低学年

児童の言語学習に有用なプログラムであると考

えられる。 


